
長な
が
つ
き月　

第
６
９
１
号

今
夏
、
母
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
に
出
席
し
た
。
話
題
は

当
時
の
練
習
内
容
な
ど
に
花
が
咲
い
た
が
、

ふ
と
二
十
年
前
の
夏
は
こ
ん
な
に
暑
か
っ
た

か
？
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
気
に
な
っ
て
気

象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
一
℃
ほ
ど
七
月
の
平
均
気
温
が
上
が
っ
て

い
た
。
た
っ
た
一
℃
で
こ
う
も
違
う
も
の
か

と
驚
い
た
。
も
と
も
と
地
球
は
温
暖
期
や

小
氷
期
の
よ
う
な
変
動
を
繰
り
返
す
も
の

ら
し
い
が
、
過
去
千
三
百
年
間
の
気
温
変

化
よ
り
近
年（
特
に
こ
の
四
十
年
間
）の
温

暖
化
が
過
去
に
例
の
な
い
ほ
ど
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
今
年

三
月
に
亡
く
な
っ
た
宇
宙
物
理
学
者
の
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
は
一
昨
年
、

気
候
変
動
等
が
人
類
の
生
存
に
大
き
な
脅

威
を
も
た
ら
し
、
人
類
の
滅
亡
を
千
年
後

と
予
測
し
た
が
昨
年
そ
の
期
限
を
百
年
後

と
大
幅
に
短
縮
し
た
。
今
に
生
き
る
私
達

は
大
切
に
残
さ
れ
て
き
た
文
化
や
自
然
を

百
年
後
、
千
年
後
の
子
孫
に
残
し
て
い
く

義
務
が
あ
る
。
か
つ
て
の
日
本
人
が
持
っ
て

い
た
自
然
に
対
す
る
畏
怖
畏
敬
の
念
、
感

謝
の
心
を
取
り
戻
し
、「
今
」を
積
み
重
ね

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。	
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第
五
回	

宗
像
国
際
環
境

	

一
〇
〇
人
会
議

海
の
鎮
守
の
森
構
想
を
掲
げ
、海
藻
な
ど
が
枯
れ

て
い
く
磯
焼
け
問
題
や
、海
岸
に
流
れ
着
く
漂
着
ゴ

ミ
な
ど
海
の
環
境
保
全
に
取
り
組
む「
宗
像
国
際
環

境
一
〇
〇
人
会
議
」。

第
五
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
水
と
命
の
循
環
～

自
然
へ
の
感
謝
と
畏
怖
」を
テ
ー
マ
に
、な
ぜ
、持
続

可
能
か
？
に
つ
い
て
考
え
、八
月
二
十
四
～
二
十
六

日
の
三
日
間
で
八
百
名
を
超
え
る
参
加
を
得
た
。

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
。
そ
の
多
く
が
激
甚

災
害
に
指
定
を
さ
れ
て
い
る
。
温
暖
化
に
よ
り
農

作
物
に
も
た
ら
し
て
い
る
影
響
、そ
の
対
策
。
世
界

の
海
に
漂
う
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
存
在
を
映

像
で
共
有
し
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス
ー
プ
」と
表
現

さ
れ
る
海
の
劣
悪
な
現
状
を
見
た
。

近
年
の
環
境
問
題
は
、経
済
発
展
の
名
の
下
に
自

然
を
搾
取
し
続
け
た
結
果
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

自
然
は
多
く
の
恵
み
を
育
む
一
方
で
、時
と
し
て

荒
れ
狂
い
、自
然
災
害
を
起
こ
す
。
古
代
の
人
々
は

自
然
の
摂
理
を
熟
知
し
た
上
で
、自
然
そ
の
も
の
に

神
を
見
出
し
、畏
怖
畏
敬
の
念
で
崇
め
て
き
た
。

水
と
命
の
循
環
～
自
然
へ
の
感
謝
と
畏
怖

W
hy?	Sustainable	

な
ぜ
、持
続
可
能
か
？
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宗像国際環境１００人会議

現
在
の
便
利
で
豊
か
な
生
活
を
獲
得
し
た
裏
側

で
、影
響
を
被
っ
て
い
る
自
然
が
存
在
し
危
機
的
状

況
に
あ
る
。

「
海
の
鎮
守
の
森
」に
鎮
座
す
る
当
社
で
は
、海
か

ら
の
視
点
で
考
え
直
し
、日
々
加
速
す
る
環
境
悪
化

を
改
善
し
て
い
く
為
に
も
、国
内
外
に
強
く
発
信
し

続
け
て
い
く
。

第5回 宗像国際環境100人会議  宗像宣言2018

昨年、世界文化遺産に登録された、『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群
は、古代より海の信仰が息づく地域であるが、近年その海が著しく変化し、漁業
に携わる人々は海の生態系の変化などにより、限界に達しているとの声もあがっ
ている。

今年、第5回目となる宗像国際環境１００人会議では、「水と命の循環～自然
への感謝と畏怖」をテーマに、なぜ、持続可能か？について３日間の議論を重ね
た。頻発する豪雨、温暖化の影響による農作物の影響、マイクロプラスチックの
問題などを共有し、人間の利便性のもとに、日本の村々にあった循環型社会を
わずか半世紀で大きく変容させてしまったことを再認識した。

かつての日本は日本神話の海幸山幸にもあるように、山の民と海の民は補完
しながら、畏怖畏敬の念で豊かな海と山を育んでいた。しかし、経済を中心とし
た今日の大量生産多量消費は、わずか百年という短い時間で国々、地球を大き
く変えてしまった。そして、その対応は急がなければならない。

グローバル化という名のもとに地球規模で失われてきた地域や国々の多様性、
循環系を取り戻すためには、かつて貨幣経済と米や海産物などで循環型社会
を維持していたローカルな仕組みを基礎とした社会を目指すべきではないか。

過去に学び、現状を深く見つめ、未来を透視する想像力を研ぎ澄ませる。若
人の伸びゆく力も得て、多世代で調査を継続的に行っていく。

私たちは、ここ宗像の地で、先人たちの声に耳を傾け、環境と社会と経済と
が共存し、慈しみや、優しさにあふれた環境・生命文明社会の実現を目指すこ
とを宣言する。

平成30年8月26日　第5回宗像国際環境100人会議参加者一同

宗像国際環境100人会議　学生宣言

『海を耕せ』。これは、長崎大学名誉教授の中田英昭氏が私たち学生に宛て
たメッセージである。海を耕すというイメージは湧きづらいが、地球表面の７割
を占める海を知り、次世代へ豊かな海を残していくことがこれからの世の中を生
きてゆく私たち『WAKOUDO』の使命であるということを教えてくれた。 

現在の便利で豊かだと錯覚している生活の裏側には、必ず影響を被る自然
がある。そのことに対して私たち人間はあまりにも無関心ではないだろうか。
海の生き物も同じ地球に生きる仲間。その環の中で生かされているのは私たち
人間の方。あの海岸ゴミに込められた命への問いかけにどうしたら答えること
ができるのだろうか。海からの視点で私たちの暮らしを考え直す必要がある。 

私たち学生一同は、豊かな海を次世代に繋げていくために、現在行われてい
る魚礁設置や海ゴミの回収活動等を継続する。また、調査を行って得た結果を
積極的に発信するほか、学校の授業で体験型の環境教育を行うことで海の環
境問題への関心を広げ、活動の輪を広げていくことで次世代へと引き継ぐこと
ができる「持続可能な環境活動」を行うことを、ここに宣言する。 
平成30年8月25日 第5回 宗像国際環境100人会議 学生分科会 参加者一同
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秋季大祭・造営日記

秋

季

大

祭

十
月
一
～
三
日
に
秋
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
る
。
こ

の
秋
季
大
祭
は【
一
日
・
辺
津
宮
入
御
祭（
み
あ
れ
祭
）】

【
二
日
・
例
祭
】【
三
日
・
秋
季
総
社
祭
】と
な
る
。

一
日
の「
み
あ
れ
祭
」は
、中
世
に
行
わ
れ
た
長
手

神
事
を
昭
和
三
十
七
年
に
再
興
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
長な

が

手て

」と
は
長
い
布
を
竹
の
旗
竿
に
附
し
た
も
の
で
、

沖
ノ
島
か
ら
こ
の
長
手
を
宗
像
の
神
の
象
徴
と
し
て

辺
津
宮
に
迎
え
祭
を
営
む
も
の
で
あ
る
。
当
社
の
最

重
儀
で
あ
る
例
祭
が
二
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の

前
儀
と
し
て
こ
れ
を
行
う
事
と
な
っ
た
。
そ
の
祭
儀

名
を「
み
あ
れ
祭
」と
し
た
の
は「
神
の
み
生あ

れ
」、

即
ち
宗
像
大
神
の
御
神
威
の
一
層
の
発
現
を
祈
求
す

る
意
味
で
出
た
も
の
で
あ
る
。

秋
季
大
祭
全
体
と
同
義
に
認
知
さ
れ
て
い
る
感
の

あ
る
、こ
の「
み
あ
れ
祭
」は
、三
宮
の
御
神
璽
が
海
・

陸
を
神
幸
し
辺
津
宮
に
入
る
ま
で
で
あ
り
、最
重
儀

は
前
述
の
通
り
二
日
の
例
祭
な
の
で
あ
る
。

宗
像
三
女
神
が
お
集
ま
り
に
な
る
年
に
一
度
の
祭

典
、多
く
の
方
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

宗像市役所
旧玄海支所

神湊港
11:25

玄海風の子
保育園

JAむなかた
玄海選果場

宗像大社

海の道むなかた館

玄海中

至
福
津

至
岡
垣

至東郷

神湊

さつき橋

荒開バス停

宗像大社前

又田橋

495

69

陸上神幸（自動車）
スタート

「東郷」方面への迂回路
「神湊」方面への迂回路
「東郷・神湊」方面への迂回路

＊大型車両等は   　　へ誘導します

陸上神幸（神輿行列）
スタート

辺津宮
一の鳥居

N

玄海コミセン

12:00

12:35

玄海コミセンから辺津宮一の鳥居にわたる神輿
行列ルートは12：00～12：35の間で車両通行
止めの交通規則を実施します。当日は、その交通
規則に従ってください。

七
月
二
十
八
日
、設
計
監
理
者
並
び
に
県
の
担

当
者
等
と
沖
ノ
島
に
渡
り
、沖
津
宮
保
存
修
理
工

事
の
中
間
検
査
を
行
っ
た
。二
月
の
着
工
か
ら
五
ヶ

月
ほ
ど
経
過
し
た
が
、着
工
当
初
は
時
化
に
よ
る

渡
島
延
期
が
続
い
た
う
え
に
、部
分
的
な
解
体
を

し
て
い
く
な
か
で
予
想
以
上
に
木
材
の
腐
朽
が
著

し
く
、修
理
工
事
が
増
え
た
為
に
、竣
工
が
八
月

下
旬
か
ら
十
月
中
旬
に
ず
れ
込
む
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
今
回
の
修
理
で
は
、で
き
る
限
り
使
え
る
部

材
を
残
し
、修
理
前
と
同
様
に
な
る
よ
う
修
復
を

行
な
う
指
定
文
化
財
建
造
物
修
復
に
準
じ
た
修

理
を
行
っ
て
い
る
。 造

営
日
記
43

中間検査の様子

矧
はぎ
木
き
にて修復

沖
津
宮
社
殿
保
存
修
理
工
事

10月1日　交通規制図
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5

沖ノ島祭祀

宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
、六
世
紀
後
半
の
七
号

遺
跡
か
ら
は
盾
・
矛ほ

こ（
槍
と
同
様
、長
い
柄
に
刃
の
付

い
た
穂
先
を
装
着
）が
出
土
し
て
い
る
。
盾
は
、装
飾

用
の
鉄
板（
長
さ
五
三・
五
セ
ン
チ
）が
出
土
し
た
。

福
岡
県
岩
戸
山
古
墳
の
石
盾
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
。

こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、木
製
か
革
製
の
盾
の
中
央

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
矛
は

二
六
本
あ
り
、鉄
製
の
穂
先
と
石
突
き（
柄
の
根
元
の

金
具
）が
束
ね
ら
れ
た
よ
う
な
状
態
で
出
土
し
た
。

こ
の
他
、
七
号
遺
跡
か
ら
は
、
矢
の
容
器「
胡こ

ろ
く籙

」、

甲
冑
が
出
土
し
て
い
る
。
甲よ

ろ
い

は
乗
馬
用
の「
挂け

い
こ
う甲

」で

あ
る
。
刀
剣
以
外
に
多
様
な
武
器
・
武
具
が
、六
世

紀
に
は
沖
ノ
島
の
神
へ
と
捧
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

盾
・
矛
、矢
の
容
器「
胡
籙（
靫ゆ

ぎ

）」は
、伊
勢
神
宮
の

神
宝
と
共
通
し
、
神
へ
の
捧
げ
物
と
し
て
の
性
格
が

考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。

神
祭
り
と
武
器
・
武
具
と
の
関
係
は
、沖
ノ
島
祭

祀
遺
跡
で
は
四
世
紀
後
半
ま
で
遡
り
、五
世
紀
、日

本
列
島
の
各
地
の
祭
祀
遺
跡
か
ら
は
共
通
し
て
鉄
製

の
鏃
が
出
土
す
る
。
群
馬
県
の
宮
田
諏
訪
原
遺
跡
か

ら
は
挂
甲
の
部
品
が
、奈
良
県
の
南
郷
大
東
遺
跡
か

ら
は
木
製
の
盾
の
一
部
が
出
土
し
た
。
静
岡
県
の
明
ヶ

島
五
号
墳
で
は
、五
世
紀
に
神
祭
り
と
関
係
す
る
品
々

を
、
粘
土
で
小
型
の
模
造
品
と
し
た
も
の
が
約

二
七
〇
〇
点
出
土
し
た
。そ
こ
に
は
、盾
、甲
冑
、弓

の
ほ
か
、矢
を
入
れ
た
靫
が
含
ま
れ
る
。
五
世
紀
に

は
、神
祭
り
と
武
器
・
武
具
と
は
深
い
関
係
に
あ
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

武
器
・
武
具
と
祭
祀
・
儀
礼
と
の
関
係
は
、
貴
人

を
葬
っ
た
古
墳
で
は
、さ
ら
に
古
く
遡
る
。
四
世
紀

初
頭
の
大
型
の
前
方
後
円
墳
、奈
良
県
の
メ
ス
リ
山

古
墳
で
は
、多
数
の
鏃
や
槍
と
、黒
漆
塗
り
の
盾
が

他
の
武
器
、工
具
類
と
共
に
、ま
と
め
て
納
め
た
状

態
で
出
土
し
た
。四
世
紀
後
半
に
は
、盾
・
甲
冑
、矢

を
入
れ
た
靫
が
形
象
埴
輪
と
し
て
表
現
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
四
世
紀
後
半
の
前
方
後
円
墳
、三
重
県
の

石
山
古
墳
で
は
、貴
人
の
遺
体
を
埋
葬
し
た
古
墳
の

中
心
部
を
、筒
型
の
円
筒
埴
輪
で
四
角
に
囲
み
、そ

こ
に
盾
・
甲
冑
・
靫
の
埴
輪
を
配
置
し
て
い
た
。
貴
人

の
遺
体
を
守
護
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ

の
形
は
、五
世
紀
か
ら
六
世
紀
、古
墳
で
の
祭
祀
・
儀

礼
を
表
現
し
た
人
物
埴
輪
群
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

そ
こ
で
は
祭
祀
・
儀
礼
の
場
を
護
る
よ
う
に
、
甲
冑

を
装
着
し
大
刀
と
弓
矢
で
武
装
し
た
武
人
、盾
を
持
っ

た
人
物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

五・六
世
紀
代
の
神
祭
り
の
場
で
も
、
同
じ
よ
う

な
情
景
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
七
号
祭
祀
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
盾
、矛
、鏃（
矢
）と
胡
籙
、挂
甲

も
、神
へ
の
捧
げ
物
で
あ
る
と
同
時
に
、神
の
祭
り
の

場
、も
し
く
は
神
が
居
ま
す
所
を
守
護
す
る
役
割
を

果
た
す
た
め
、捧
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、天
皇
の
即
位
後
に
行
わ
れ
る
践
祚
大
嘗
祭

の
大
嘗
宮
で
、南
北
の
門
に
盾
と
矛
が
並
べ
ら
れ
る
の

と
共
通
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

國
學
院
大
學  

神
道
文
化
学
部
教
授  

笹
生 

衛 ８

沖
ノ
島
祭
祀

―
華
麗
な
る
神
宝（
３
）

盾
・
矛
・
甲
冑
・
弓
矢
と
神
祭
り
―

７
号
遺
跡
盾
中
央
鉄
板（
６
世
紀
）
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七
月
二
十
一
日
か
ら
神
宝
館
で
開
催
中
の「
沖
ノ

島
国
宝
展
×
藤
原
新
也
展
―
神
息
吹
く
巨
岩
と
深

遠
の
森
―
」で
は
、沖
ノ
島
神
宝
の
う
ち
金
製
指
輪

な
ど
約
五
千
点
と
、藤
原
氏
の
写
真
や
文
章
を
融
合

さ
せ
た
展
示
で
、神
秘
・
尊
厳
な
る
沖
ノ
島
を
伝
え

て
い
る
。
本
展
で
は
平
成
二
十
七
年
か
ら
三
年
か
け

て
修
理
を
終
え
た
神
宝
二
十
六
件
も
公
開
。
当
大
社

で
は
、八
万
点
の
国
宝
の
う
ち
経
年
劣
化
で
緊
急
に

修
理
が
必
要
な
百
八
件
の
品
を（
公
財
）元
興
寺
文

化
財
研
究
所
に
委
託
し
、十
年
計
画
で
修
理
事
業
を

進
め
て
お
り
、今
年
三
月
に
第
一
期
分
が
完
了
し
た
。

展
示
で
は
修
理
品
に
作
業
工
程
パ
ネ
ル
を
添
え
て
、

文
化
財
修
理
の
実
態
や
意
義
を
周
知
し
て
い
る
。
こ

こ
で
、修
理
を
終
え
た
神
宝
の
う
ち
、七
年
ぶ
り
の

公
開
で
あ
る
金こ

ん

銅ど
う

製せ
い

雛ひ
な

形が
た

五ご

弦げ
ん

琴き
ん

を
紹
介
し
よ
う
。

本
品
は
わ
が
国
固
有
の
弦
楽
器
倭
琴
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
品
で
、琴き

ん

頭と
う

部
に
五
つ
の
小
孔
が
あ
り
、弦
を
張

る
琴こ

と

柱じ

も
五
つ
現
存
す
る
た
め
、本
来
、五
弦
の
琴

で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
わ
が
国
で
は
七
世
紀
に
な
る

と
神
に
奉
献
す
る
祭
具
と
し
て
金
属
製
雛
形
品
が

考
案
さ
れ
る
。
沖
ノ
島
国
家
祭
祀
で
は
九
世
紀
ま
で

鉄
や
金
銅
製
の
各
種
の
雛
形
品
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

本
品
は
琴
頭
部
の
鵄と

び

の
尾
の
よ
う
な
台
形
状
の
つ
く

り
か
ら
、『
延
喜
式
』に
伊
勢
内な

い

宮く
う

神
宝
と
し
て
記
載

の
あ
る
鵄と

び
の

尾を
の

琴こ
と

の
前
身
と
さ
れ
る
。
現
存
す
る
伊
勢

内
宮
神
宝
、鵄と

び
の

尾お

御お
ん

琴こ
と

と
も
形
状
が
類
似
し
て
お
り
、

律
令
祭
祀
の
発
現
と
継
承
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ

る
。
五
号
遺
跡
か
ら
は
も
う
一
面
本
品
よ
り
も
小
形

の
琴
が
出
土
し
て
お
り
、今
回
初
め
て
二
面
の
同
時

展
示
が
叶
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
）

神
宝
館
だ
よ
り
17

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・お知らせ

上より金銅製雛形五弦琴と金銅製雛形琴（５号遺跡出土）

 駐車場規制　お知らせ
………………………………………

９月１５日（土）・９月１７日（月）
奉納行事開催により下記の通り
規制をさせていただきます。

■規制期日
９月１４日（金）～９月１８日（火）

■規制内容
第一駐車場完全閉鎖

祈願は規制期間中、儀式殿にて
受付いたします。
ご参拝の際は第二駐車場または
第三駐車場をご利用ください。
ご協力よろしくお願い致します。



城し
ろ
や
ま山

で
錦き

ん
こ
う
わ
ん

江
湾
を
眺
む
れ
ば
ナ
ポ
リ
を
偲し

の
ぶ
カ
ゴ
シ
マ
通ス

ト
リ
ー
ト

り	

秋
𠮷
　
嘉
範

欧
州
留
学
時
に
見
た
ナ
ポ
リ
の
カ
ゴ
シ
マ
通
り
を
懐
か
し
む
作
者
。二
句「
眺
め
つ
つ
」結
句「
～
通
り
を
」と
。

帆
を
立
て
た
笹
舟
得
意
だ
っ
た
朋
ど
こ
で
た
ゆ
た
う
天
の
川
風	

早
川
　
祥
三

笹
船
が
効
い
て
い
る
。
上
下
を
入
れ
替
え〈
天
の
川
の
ど
こ
で
流
す
か
帆
を
立
て
た
笹
船
作
り
の
上う

ま手
か
っ
た
友
〉と
。

筆
書
き
は
ノ
と
メ
き
き
レ
を
忘
れ
じ
と
う
分
教
場
の
師
は
三み

た
り人

な
り	

山
本
　
静
子

山
本
さ
ん
の
字
は
い
つ
も
力
強
く
読
み
や
す
い
。
運
筆
の
基
本
を
教
え
た
師
へ
の
敬
愛
の
籠
っ
た
歌
。

わ
れ
知
ら
ず
コ
ー
ヒ
ー
好
き
と
な
り
て
ゐ
て
父
の
日
に
コ
ー
ヒ
ー
の
大
瓶
も
ら
ふ	

佐
々
木
和
彦

コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
な
作
者
と
知
る
家
族
、
暖
か
な
歌
。
三
句
は
〈
な
り
を
り
て
〉
と
す
る
と
締
ま
る
。

「
大
社
へ
は
こ
こ
で
乗
替
え
で
す
」
と
い
う
車
内
案
内
ま
だ
間う

そ違
の
ま
ま	

山
﨑
　
公
俊

何
度
も
訂
正
を
申
し
入
れ
て
い
る
の
に
無
視
さ
れ
て
い
る
作
者
と
の
こ
と
。
結
句
〈
誤
り
の
ま
ま
〉。

ば
っ
た
の
子
向
日
葵
の
葉
に
穴
を
空
け
捉
え
る
我
が
手
自
在
に
躱
す	

萩
原
　
　
勉

向
日
葵
の
葉
を
食
い
荒
ら
す
飛
蝗
に
翻
弄
さ
れ
る
作
者
。上
句
を〈
向
日
葵
の
葉
を
食
い
や
ぶ
る
飛
蝗
の
子
〉。

耕
運
機
に
早
や
も
田
浦
は
浮
雲
を
映
し
て
植
田
の
整
い
て
を
り	

森
　
　
龍
子

田
植
え
前
の
田
の
風
景
が
清
々
し
い
。〈
耕
運
機
に
植
田
整
い
水
の
面
に
早
や
も
浮
雲
写
し
て
い
た
り
〉。

耐
え
難
い
暑
さ
で
蕾
ふ
く
ら
ま
せ
サ
ル
ス
ベ
リ
花ば

な
沸ふ

つ
ふ
つ々

と
咲
く	

本
田
エ
リ
ナ

擬
態
語
「
沸
々
」
が
良
い
。
四
句
の
花
は
咲
く
で
分
か
る
の
で
色
を
入
れ
〈
白
サ
ル
ス
ベ
リ
〉
な
ど
と
し
て
。

全
方
位
咲
き
の
百
合
な
り
き
る
に
惜
し
き
ら
ね
ば
予
報
の
大
雨
に
あ
う	

吉
﨑
美
沙
子

切
る
べ
き
か
ど
う
か
迷
う
作
者
。
四
句
、
予
報
の
雨
で
も
良
い
が
〈
～
明
日
の
〉
な
ど
時
間
で
も
良
い
。

恋
競
う
帆
立
笹
舟
天
の
川早

川
　
祥
三

苦
瓜
の
つ
る
と
し
ほ
れ
た
葉
の
か
ら
む

窓
か
ら
の
風
ひ
や
り
と
九
月

御
神
楽
の
大お

ろ
ち蛇

よ
り
出
で
青
年
は

肩
で
息
つ
く
大
蛇
の
死
後
を

◆ 

選 

者 

詠
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歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選
　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
８
５
回

第
６
５
６
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
三
十
年
七
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

広
島
市	

山
田
　
隆
徳	

三
〇
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

岡
井
信
主
介

倉
敷
市	

早
川
真
木
子

小
平
市	

佐
藤
真
喜
緒

佐
世
保
市	

井
上
　
英
明	

一
〇
、〇
〇
〇
円

大
阪
市
　
名
倉
煌
圭
斗
・
駿
邱
夫
・
怜
央

新
宿
区	

南
出
　
公
宏

奈
良
市	

加
藤
　
真
義

福
岡
市	

入
江
　
隆
文	

五
、〇
〇
〇
円

足
立
区	

増
田
　
勇
樹

香
芝
市	

植
村
恵
美
子

香
芝
市	

植
村
　
敏
子

春
日
市	

野
村
　
光
輝

川
越
市	

西
川
　
博
幸

北
九
州
市	

明
治
　
智
之

札
幌
市	

杉
村
　
隆
史

四
条
畷
市	

大
平
　
礼
子

品
川
区	

佐
守
あ
ゆ
み

品
川
区	

田
中
千
衣
子

下
関
市	

宗
像
　
孝
哲

吹
田
市	

長
島
　
宏
明

中
央
区	

新
島
　
規
雄

中
央
区	

番
場
　
智
之

豊
島
区	

石
嵜
喜
代
美

奈
良
市	

花
谷
　
量
治

浜
松
市	

鈴
木
　
芳
子

福
岡
市	

福
嶋
　
弘
康

福
岡
市	

園
木
　
義
行

福
岡
市	

鬼
塚
　
和
枝

福
岡
市	

加
藤
　
澄
美

福
岡
市	

加
藤
　
大
志

港
　
区	

吉
岡
　
純
子

横
浜
市	

羽
賀
　
洋
子

横
浜
市	

羽
賀
　
　
護

四
日
市
市	

川
本
　
　
亨	

三
、〇
〇
〇
円

糸
島
市	

国
分
　
一
美

大
阪
市	

福
地
　
昭
義

下
関
市	

松
本
由
香
乃	

二
、〇
〇
〇
円

朝
倉
市	

矢
野
　
宙
之

阿
武
郡	

吉
永
　
邦
男

池
田
市	

吉
羽
　
　
剛

宇
佐
市	

加
藤
　
昇
一

大
分
市	

菅
原
　
裕
恵

熊
本
市	

和
田
　
昭
博

古
賀
市	

地
下
　
雄
晃

渋
谷
区	

波
多
野
　
衣

広
島
市	

大
廣
　
和
美

福
岡
市	

中
野
　
俊
史

福
岡
市	

谷
　
千
代
子

松
戸
市	

渡
邊
　
尚
子

松
戸
市	

渡
邊
　
義
介

宗
像
市	

大
谷
　
絵
理

宗
像
市	

渡
邊
セ
ツ
子
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海
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、

各
分
野
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
や
、
学
識
経
験
者

が
集
ま
り
宗
像
国
際
環
境
一
〇
〇
会
議
が
開
催
さ

れ
た
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
竹
漁
礁
作
成
が
あ

る
。
磯
焼
け
に
よ
り
減
少
し
た
海
藻
を
か
つ
て
の

よ
う
に
再
生
さ
せ
、
豊
か
な
海
を
後
世
に
残
そ
う

と
す
る
活
動
で
あ
る
。
作
成
方
法
は
福
岡
県
立
水

産
高
校
の
生
徒
か
ら
学
ぶ
。
大
人
が
子
供
た
ち
か

ら
学
ぶ
の
で
あ
る
▼
大
人
が
子
供
た
ち
に
教
え
る

と
い
う
ベ
ク
ト
ル
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る

が
、
子
供
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
あ

る
▼
古
代
の
技
術
は
大
陸
よ
り
渡
来
し
た
と
、
習

う
歴
史
。
こ
の
ベ
ク
ト
ル
も
見
つ
め
直
す
必
要
が

あ
る
。
沖
ノ
島
出
土
の
神
宝
を
見
る
と
そ
う
思
わ

せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。	

（
黒
）

編
集
後
記

１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮・第三宮祭、
	 宗像護国神社祭
	 風鎮祭（月次祭終了後）
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭
	 第二宮・第三宮祭
────────────────────
23日	 秋季皇霊殿遙拝式	 午前10時
────────────────────
30日	 秋季大祭宵宮祭	 午後	6	時
────────────────────
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